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１．はじめに  

東日本高速道路（株）および国土交通省関東地方整備局

は東京外かく環状道路千葉区間（三郷南ＩＣ～高谷ＪＣＴ

間・約１５ｋｍ）を計画・設計しており，ＪＲ総武線との

交差部はＪＲが委託されている工事である．（図－１）本プ

ロジェクトは首都圏３環状の一翼と位置付けられ，交通渋

滞緩和、排気ガスによるＣＯ２削減等大きな役割を果たすと

期待されている．一方、ＪＲ総武線は，成田エクスプレス

が走行するなど首都圏の重要線区のひとつであり，交差部

工事における営業線の安全性の確保は最重要課題となってくる．そこで今回は，交差部工事において道路函体

を高架下直下に構築するための高架橋受替工事の計画を行ったので報告する． 

２．課題 

ＪＲ高架橋との交差部は、ＪＲ総武線高架橋

直下に地下道路ＢＯＸ函体を構築し，地下トン

ネル部を自動車専用道路，地上部を国道２９８

号線およびサービス道路とする構造となるが，

地上部において道路位置が既設高架橋のスパ

ン割と合致しない．よって，現在杭基礎となっ

ている鉄道構造物を道路函体に受替えるほか，

既設高架橋柱の撤去（図－２）、橋脚の新設な

ど改築範囲が延長６０ｍにわたる工事となり，

営業線の安全性に与える影響が懸念される．そこで，ＪＲ総武線の列車走行安全性を確保するため，鉄道高架

橋への影響を最小限に抑え，安全性の高い構造形式，施工方法とすることが課題となった． 

３．アンダーピニング工法について 

１）工法の選定 

都市部におけるトンネル建設については，地表部の影響や地下の既存施設に与える影響が少ない場合，シー

ルド工法等を採用する例も多い．しかし，鉄道高架橋や道路高架橋が位置する場所については，シールドを掘 

進する際基礎杭等を支障するため，既設構造物の一部あるいは全部を新たな基礎に受け替えるアンダーピニン

グ工法が用いられることがある．今回工事を行う交差部に関しても，既設高架橋の杭を撤去し，道路函体を高

架橋直下に構築する必要があるため，受替方式についての検討を行った． 

今回は，工事桁案と高架橋アンダーピニング案で比較検討を行った．検討の結果，地表部軌道を直接改修す

る工事桁案に比べアンダーピニング案は，高架橋軌道内作業がほとんど無く，列車走行安全性に優れるこ 

とや，施工基面外作業となることで昼間作業が主体となること，撤去数量が少ないこと，工期が短期間になる

ことなどからアンダーピニング案を採用するに至った． 
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図－５ 下路桁方式の受桁構造 

図－３ 交差部鳥瞰図 
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２）アンダーピニング工法 

今回行うアンダーピニング工法は，既設

高架橋の上層梁より上部を新設受桁（添梁

式）で受替え，既設高架橋の柱，地中梁，

杭を撤去する．既設上層梁，スラブはその

まま存置し，受桁を本設桁として道路函体

および鉄道橋脚で受ける形式となる．（図

－３・４） 

施工手順は、既設高架橋の側部両側に地下道

路函体を先行的に構築し，道路函体を基礎とし

た門型橋脚（ＳＲＣ橋脚）で新設受横桁に受替

用油圧ジャッキを設置する．ジャッキ設置後は，

既設高架橋～受横桁間および，受縦桁～門型橋

脚間に設置した受替用油圧ジャッキのプレロー

ドを行い，既設高架橋荷重の受替え，アンダー

ピニングするものである． 

ただし，受桁を既設高架橋上層梁，スラブ下

に設置する際，国道２９８号およびサービス道

路（地上部）の空頭を確保することが必要とな

る．そこで，今回は既設縦梁直下でスラブを受

ける下路桁方式とすることにより，桁下空頭を

極力確保できる構造とした．（図－５） 

また、本構造は，横梁を壊さず既存の状態の

まま受替えが出来ることからも有利であると考

えられる． 

５．おわりに 

今回の工法による効果をまとめると以下のようにな

り，ＪＲ総武線への影響を最小限とした安全性の高い

改築方法であると考えられる． 

① 軌道に関する工事を極力無くすことができ、軌道

改修リスクを低減できる． 

② 直接本設構造に受替えることができ，営業線に対

して安全性が高いものとできる． 

③ 撤去量の減少，昼間作業が主体となることから施

工性の向上が図れる． 

④ 仮設構造物が少なく，工期的にも優れた構造とな

る． 

なお，本工事は平成２１年度の工事着手予定であり，本工事の施工の報告についても今後行っていくことを

考えている． 
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